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■
松
島
町
長
表
彰

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

髙　

橋　

翔　

太

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

佐
々
木　

哲　

也

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

大　

山　
　
　

聖

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

熱　

海　

完　

児

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

丹　

治　

和　

久

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

阿　

部　

龍　

也

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

赤　

間　

拓　

哉

　
　

第
４
分
団　

団
員　
　
　

松　

本　

竜　

司

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

角　

田　

慎
太
郎

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

吉　

田　

秀　

悦

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

丹　

野　
　
　

雄

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

竹　

本　

晋　

也

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

角　

田　

弘　

樹

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

佐
々
木　

秀　

義

■
宮
城
県
知
事
表
彰

　

永
年
勤
続
者
表
彰

　
　

第
６
分
団　

副
分
団
長　

菊　

地　

正　

美

　
　

第
６
分
団　

班
長　
　
　

齋　

藤　

文　

雄

　
　

第
６
分
団　

班
長　
　
　

岸　
　
　
　
　

豊

■
宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表
彰

　
　

第
１
分
団　

班
長　
　
　

石　

森　

善　

和

　
　

第
１
分
団　

班
長　
　
　

奥　

田　

栄　

作

　
　

第
２
分
団　

班
長　
　
　

市　

川　

博　

行

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

髙　

橋　

信　

也

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

佐　

藤　

浩　

二

　
　

第
３
分
団　

副
分
団
長　

加　

藤　

謙　

一

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

岸　
　
　

正　

利

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

内　

海　

利　

洋

　
　

第
５
分
団　

班
長　
　
　

角　

田　

克　

良

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

角　

田　

勝　

美

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

早　

川　

寛　

和

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

鈴　

木　

良　

幸

　
　

第
６
分
団　

班
長　
　
　

角　

田　
　
　

実

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　
　
　

岡　
　
　

寛

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

竹　

川　

孝　

広

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

佐
々
木　

孝　

治

消
防
団
員
表
彰
（
敬
省
略
・
階
級
・
分
団
順
に
掲
載
階
級
は
表
彰
日
時
点
の
も
の
）

　

式
典
で
は
、
櫻
井
町
長
か
ら
の
式
辞
や
内
海
団
長

か
ら
の
告
辞
を
受
け
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
火
災
の

な
い
１
年
を
願
い
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
団
員

に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
、
令
和
４
年
の
新
入
団
員
の

紹
介
と
宣
誓
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
、
文
化
観
光
交
流
館
で
松
島
町
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
閲
で
は
「
纏
」
を
先
頭
に
第
１
分
団
か
ら
第
６

分
団
ま
で
の
団
員
総
勢
１
６
０
人
が
一
糸
乱
れ
ぬ
見

事
な
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

無
火
災
の
一
年
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
松
島
町
消
防
団
出
初
式

■
宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

竿
頭
綬　

　
　

松
島
町
消
防
団

　

功
績
章

　
　

第
５
分
団　

副
分
団
長　

櫻　

井　

一　

博

　
　

第
６
分
団　

副
分
団
長　

熊　

谷　

正　

勝

　

永
年
勤
続
章

　
　

上
記
宮
城
県
知
事
表
彰
永
年
勤
続
者
表
彰
者

　
　

に
同
じ

　

勤
続
章

　
　

上
記
宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表

　
　

彰
者
に
同
じ

　

表
彰
状

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

西　

澤　

直　

之

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

西　

澤　

宏　

之

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

山　

崎　

吉　

勝

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

櫻　

井　

義　

樹

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

髙　

橋　

克　

敏

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

阿　

部　

隆　

彦

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

大　

友　

孝　

佑

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

笹
城
戸　

一　

雄

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

山　

崎　

富　

男

感
謝
状　

　
　

菅
原　

ゆ
き
子　

様

（
第
３
分
団　

櫻
井　

新　

副
分
団
長
夫
人
）

新
入
団
員
紹
介

　

令
和
４
年
中
に
松
島
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

７
人
の
新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略
・
分
団
順
に
掲
載
】

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

舘　

山　
　
　

輝

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

亀　

山　

勝　

久

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

角　

田　

雅　

弥

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

福　

田　
　
　

稔

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

赤　

間　

洋　

太

　
　

第
４
分
団　

団
員　
　
　

池　

田　
　
　

猛

　
　

第
４
分
団　

団
員　
　
　

三　

浦　

信　

幸

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

ま
と
い

▲来賓と消防団を前に纏
　を振る団員

▲令和４年中に入団した新入団員

▲観閲者を前に行進する団員
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〈　寄　付　・　寄　贈　〉
町へ
寄贈
・有限会社セツルメント
　　　歩行器　　　１台

町の人口
１月１日現在住民基本台帳
（）は前月比

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，４６６ 人  
６，８５５ 人  
１３，３２１ 人  
５，７２０世帯

（ ー１４ 人  ）
（ ー１９ 人  ）
（ ー ３３ 人  ）
（ ー１５ 世帯）

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は誕生月の前々月
末～前月上旬頃にお送りしています。ぜひご応募ください。

令和４年２月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでとう
す
く く
す 1歳

●問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２

　
　

の
ぎ

野
木　

う
ら
ら
ち
ゃ
ん

令
和
４
年
２
月
21
日
生
ま
れ　

長
女（
磯
崎
）

た
く
さ
ん
お
出
か
け
し
よ
う
ね
！
大
好
き
！

社会福祉協議会へ
寄付
・匿　名　２０,０００円  　・匿　名　１０,０００円
・木　村　正　明　様　　　　　　　３００,０００円　
・今　野　由紀夫　様　　　　　　　５００,０００円　　　
・今　野　留美子　様　　　　　　　５００,０００円

Ｑ　

４
年
連
続
で
受
賞
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

率
直
に
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

Ａ　

前
年
度
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
と
き

は
演
技
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
の
で
前
年
度
を

超
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
、

３
年
連
続
で
賞
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
ダ
ブ
ル
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
今
回
は
前
年
度
以
上
に
気
合
い

が
入
っ
て
い
た
の
で
無
事
賞
が
撮
れ
る
こ
と
が
で
き
、

安
心
し
ま
し
た
。

Ｑ　

受
賞
し
た
名
目
の
通
り
、
今
回
の
Ｃ
Ｍ
作
品
は

面
白
い
作
品
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
工
夫
さ
れ

た
所
は
ど
こ
で
す
か
。

Ａ　

今
回
は
伊
達
政
宗
と
松
島
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
Ｃ
Ｍ
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
伊
達
政
宗
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
視
聴
者

の
皆
さ
ん
の
心
と
記
憶
に
残
せ
る
よ
う
に
、
演
技
や

ア
フ
レ
コ
を
少
し
大
ぶ
り
に
し
ま
し
た
。
特
に
駄
々

を
こ
ね
る
シ
ー
ン
に
は
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

Ｑ　

今
回
の
Ｃ
Ｍ
作
品
の
内
容
を
作
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ　

松
島
と
い
え
ば
、
日
本
三
景
と
し
て
の
景
色
や

瑞
巌
寺
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
有
名
な
の
で
、
今

回
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ス
ポ
ッ
ト
を
Ｃ
Ｍ
に
し

て
、
よ
り
松
島
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ　

最
後
に
Ｃ
Ｍ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
見
る
よ
と
い
う
方
に
向
け
て
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ　

威
厳
の
あ
る
し
ゃ
べ
り
方
の
伊
達
政
宗
で
は
な

く
、
フ
ラ
ン
ク
に
現
代
語
を
話
す
伊
達
政
宗
が
コ
ミ

カ
ル
に
「
千
貫
島
」
の
由
来
を
再
現
す
る
今
回
の
Ｃ

Ｍ
は
、
一
度
見
た
ら
き
っ
と
記
憶
に
残
る
と
思
い
ま

す
。
Ｃ
Ｍ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
千
貫
島
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
ら
、
是
非
と
も
足
を
運
ん
で
見
て
く
だ
さ

い
！

　

第
21
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
（
２
０
２
３

年
１
月
３
日
放
送
）
で
松
島
高
等
学
校
観
光
科
の
生

徒
が
制
作
し
た
作
品
「
青
葉
城
の
庭
に
（
ウ
チ
の
に

わ
に
）」
が
お
も
し
ろ
賞
を
受
賞
し
、
４
年
連
続
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
２
０
２
２

　
　
　
　
　
　
　

松
島
高
校
の
作
品
が
お
も
し
ろ
賞
受
賞
！

Ｃ
Ｍ
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

▲作品はこちらから
　ご覧になれます。


